
―令和３年度―

下越森林管理署

■丸太採材技術等現地検討会

現地検討会の実施 令和3年11月12日

阿賀野市折居の国有林において、新潟県内の森林・林業関係者が集まり丸太採
材技術等の検討会を開催

新潟県内の各森林管理（支）署は、国有林で実施し
ている一貫作業システムや生産性向上の取組等につ
いて、民有林関係者に広く技術の普及をするため、平
成29年度から現地検討会等を実施しているところです。
今年度、下越森林管理署では、伐採した立木を優

位な価格等の丸太に採材する方法等を検討してもらう
ことを目的に開催しました。

下越の国有林における取組



今回の検討会では、国、事業体、製材業者の３者にそれぞれ採材
してもらい、採材にどのような違いが出て、どのような結果が現れ
るか意見交換を行いました。

■スギ素材は、通直なものを１本、曲がりがあるものを３本用意

■採材者は、国、事業体、製材所の３団体によりそれぞれ採材方法
を検討
■素材の見方の違いでそれぞれ採材の違いの検討
なお、素材の欠点は、曲がりのみを重視

当日は、悪天候の中、新潟県５名、新発田市１名、林業関係者１１名、関係団体１名、関東森林管理
局関係１７名の計３５名（１８団体）の方々が参加しました。
なお、当初予定していたUAV（ドローン）の操作体験は、悪天候のため中止しました。

■３者の採材結果、製材業者が全体的に高価な採材となりました。

【写真 スギ素材４本】 【写真 直通１本】 【写真 曲がり３本】

【写真 採材検討の様子】

■今回の現地検討会で得られた有利な採材方法を普及させるため、
今後も、機会を捉えては、採材検討会を開催する予定です。

■スギ素材（通直なもの１本、曲がりがあるもの３本）を採材検討
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